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					茶道具の雑学としては、茶道が日本国内で完成を見たまでの概略を抑えておくのは有益です。
日本国内に茶が初めて入ってきたのは遣唐使を通じてのことでした。
禅宗の寺院で喫茶の風習は紹介され、禅宗に帰依した武士や承認を通じて広く喫茶は伝播していきます。
室町時代には幕府の重要な典礼に位置付けられ、八代将軍足利義政が京都東山に茶室を初めて作りました。
その後、従来の茶道を簡素化した「わび茶」を千利休が完成させて、茶道具も注目をあつめることになったわけです。
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					茶道具はすべて日本製で揃える方が良い？

					茶道やお茶会の世界では、お茶やお茶菓子の美味しさを楽しむだけではなく、古来から続く伝統的な所作も重要な要素です。
マナーを守って参加するのに加えて訪れたお客様を心からもてなし、静寂の中で高貴な時間を過ごすことができます。
そこには精神性を重んじる文化があり、茶道やお茶会には欠かせないものです。
そのような事情から使用する茶道具にも徹底的にこだわり、可能であれば日本製で揃えたいという方が多い傾向にあります。
どの国の製品でも茶道やお茶会を行うには機能としては一切問題ありませんが、伝統文化や精神性と言う観点から見てみると、それに則った茶道具を使用することも大切です。
職人の丁寧な手作業により作られた美しくも機能性を備えている茶道具を使用することで、伝統美に思いを馳せながらお茶やお茶菓子を堪能することで、日本の伝統文化が完結します。
様式を重んじる世界だからこそ、使用する茶道具がどこから伝来されたものなのかも大切です。


					

					高品質な茶道具を使うと味も美味しくなる？

					お茶は世界で最も人気のある飲み物のひとつで、お好きな方を多いのではないでしょうか。
カフェインやポリフェノールが豊富に含まれており、カフェインは脳を覚醒させる効果があり、ポリフェノールは抗酸化作用や抗がん作用などさまざまな健康効果が期待されています。
その美味しさは、その独特の味わいと香りにあり、茶葉の種類や淹れ方、水の質などによって大きく異なります。
しかし、その美味しさを引き出すのに高品質な茶道具を忘れてはなりません。
茶道具は単なる道具以上の存在です。
茶室に飾られたり手に取るときの手触りや重さ、材質などから感じられる品質や風合いがお茶の味わいにも影響を与えると言われています。
高品質な茶道具は、丹念な職人の手によって作られその美しさと機能性が一体となって茶の深い世界観を引き立て、茶道の本質を引き出し、お茶を点てる行為をより深いものとして楽しむ手助けとなります。
お茶の味わいを一層豊かにするためにも茶道具の選択には注意を払いたいものです。


					

					茶道具のメンテナンスは素人でも可能？

					茶道具は少しでも長持ちさせるために、あるいは清潔に利用するために、使い終わったらメンテナンスをするのがおすすめです。
陶器や磁器で造られたものは中性洗剤などを使用して、スポンジで軽く擦って汚れを落とします。
しつこい茶渋が付いている場合は中性洗剤を入れた容器に漬け置きしてから洗うのも効果的です。
木を原材料に漆塗りなどがされている茶道具の場合は、柔らかい布で軽く拭く程度に留めて、堅い素材で強く擦るのは避けるのが賢明です。
これらは素人でも簡単に行えるものですが、著しく傷が付いたり漆塗りが剥がれてしまった場合などはそうも行きません。
そんな時は専門業者の職人に依頼して、メンテナンスをしてもらう方法があります。
傷を埋めたり漆塗りをやり直すことで、新品同様によみがえらせることも可能です。
日頃から丁寧に取り扱ったり、しっかりとお手入れをすることで末永く使用し続けることが可能なのも、伝統的な製法で造られた茶道具ならではの良さです。


					

					茶道具の耐久性はどれくらいなのか？

					茶道具の耐久性は、その材質や製造方法、使用頻度などによって異なります。
一般的には高品質な道具は適切な保護と手入れが行われれば長期間にわたって使用することができます。
特に陶器や磁器などの陶磁器製品は、適切な取り扱いがされれば数十年以上も持続することがあります。
一方で漆器や竹製品などは経年劣化が進むこともあり、こうした茶道具はこまめなメンテナンスが必要です。

使用頻度にも影響されます。
頻繁に使用される茶碗や茶杓などは、摩耗や傷がつきやすくなるため、比較的短い期間で交換や修復が必要となることがあります。
飾り棚に並べられるような装飾用の道具は、あまり使用されず飾り物としてのみ扱われるため、長い間その美しさを保ち続けることができるかもしれません。

耐久性は適切な取り扱いと手入れに大きく依存するということです。
定期的な清掃や保管方法の工夫などが、茶道具を長く美しく保つために重要です。
茶道の精神に則った丁寧な扱いが、茶道具の寿命を延ばす鍵となるでしょう。







茶道具は京都で購入するのがおすすめ


茶道具を購入する際には、京都がおすすめです。
日本の伝統文化と歴史が深く根付いており、茶道もその一環です。
京都には数多くの茶道具専門店があり、伝統的な工芸品から現代のデザインまで幅広い品揃えがあります。

専門店では職人の手によって作られた美しい茶碗や茶杓、茶筅などを見ることができます。
これらの道具は日本の美意識や精緻な技術が凝縮されたものであり、自分のお茶の時間をより特別なものにしてくれることでしょう。
また日本の茶道の発祥地とも言える場所であり、数々の茶道の名刹や茶室が存在します。
購入するだけでなく体験や教室に参加することで、奥深さやその歴史に触れることができます。

さらに専門店は親切で丁寧な接客を大切にしています。
知識や選び方についても詳しく教えてくれるため、初心者でも安心して選ぶことができます。

豊富な品揃えや伝統的な工芸品、歴史的な背景など魅力的な要素がたくさん詰まっている場所です。
愛する人にとって、この場所での購入は心温まる経験となることでしょう。






茶道具は中国茶に使っても問題ない？


茶道で使用する茶道具は中国茶にも使ってもよいのでしょうか。
もちろん日本の茶道具を使っても何ら問題はありません。
とはいえ、作法が異なるので不便を感じることもあるかもしれません。
たとえば茶道の場合、一般的には抹茶の粉末にお湯を注いで攪拌します。
直接お茶碗に入れることが特徴です。
一方で中国茶は小さい急須に茶葉を入れて、おちょこのような湯のみに次ぎ分けます。
それぞれの湯のみのサイズが違いますが、問題なく味わうことができるはずです。
このように作法にこだわることなく、自由にいろいろなお茶を楽しむのは非常に良いことであり、今後の茶道具の発展のためにも欠かすことが出来ません。
抹茶だけでなく紅茶でもほうじ茶でもいいからです。
新しい使い方を時代に合わせて取り入れることは、とても大事なことと言えます。
茶道には多くの決まりごとがあるとはいえ、自由な発想で楽しむなら今後もさらに多くの若い人にとっても挑戦しやすくなります。






本格的な茶道具を使うと香りが引き立つ


日本では茶道は多くの人に親しまれていて昔は上流階級だけが楽しんでいましたが、最近では金銭的に余裕がない人でも親しみを持って接する人が増えています。

様々な種類の茶道具が販売されていて簡単に手に入れることができますし、専門店に行かなくてもインターネットなどで気軽に購入することができる点も茶道が人気のある大きな理由の一つと言えます。

中でも注目されているのが本格的な茶道具を使うと香りが引き立つという点で、匂いを重視する人にとってはとても有難くストレスを解消することにも繋がるので人気があります。

売れ筋ランキングなどをチェックすればどのような茶道具が売られているのか確認することができますし、その特徴についても知ることができるのでメリットは大きいです。

このように本格的な茶道具を使うと香りが引き立つので匂いを重視する人には人気がありますが、匂いについては道具により違いがあるので購入する際にはその点を十分に注意するようにした方が良いです。






茶道具を専門に扱うショップはある？


茶道具はさまざまなお店で購入できます。
こうした商品だけを専門に扱っている店舗もあります。
専門店は一般の商品よりも品揃えが豊富であるので、いろいろな種類の商品の中から好きな茶道具を選びたい人にも人気があります。
茶道具を主に販売しているお店にはいくつかのタイプがあり、日本に古くからあるのは実店舗として営業しているお店です。
この種類の店舗は日本各地で営業していて、その中には長い歴史を持っている老舗もあります。
こうしたお店ならば、茶道をするために必要となる道具をまとめて揃えることもできます。
茶碗も購入することができ、お茶を入れるための箱も購入できます。
茶釜を扱っているお店もあるので、自分の家でお茶を点てたい時にも使えます。
最近では、インターネットで茶道具を販売している通販サイトもあります。
このような通販サイトも実店舗で営業している店舗と同じように、豊富な商品の品揃えがあります。
通販サイトならば、茶道の道具を買える店舗が近くにない人でも気軽に利用できます。






茶道具にはデザイン性にこだわったスタイリッシュなものがある


茶道具はさまざまな種類の商品が販売されています。
それぞれの商品はデザインも異なり、個性的なデザインの商品も販売されています。
伝統的なデザインが使用されている茶道具もあれば、従来にはなかったデザインの商品も購入できます。
デザイン性を重視したスタイリッシュな茶道具も販売されていて、スタイルを重視して茶道をしたい人にも人気があります。
こうしたタイプの商品の中にはファッション性が優れているものもあり、茶道だけでなくお部屋のインテリアとして使用できるものもあります。
和室をおしゃれな空間にするためのアイテムを探している人にも最適な商品です。
デザイン性にこだわって作られている茶道具は、さまざまなタイプの商品があります。
形がおしゃれなデザインのものもあれば、カラーがおしゃれなものもあります。
同じ種類のものであっても、色が違うだけで雰囲気が大きく異なることもあり、好きな色を自由に選べる商品も販売されています。
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							著者：砂田民夫

							筆者プロフィール

							埼玉県所沢市出身。
長年趣味として茶道を嗜む。
今回は自分の経験から茶道具買取について記事を書きました。

							埼玉の茶道具買取はこちら
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					埼玉の茶道具買取はこちらに関する情報サイト

					茶道具の選び方

				

				
					このサイトでは茶道をたしなみたいと希望している方にむけて、茶道具を選ぶときの基礎知識や注意を払うべきポイントなどを色々なコンテンツを展開しながら御紹介しています。
お茶を泡立てる、先端が湾曲している器具は、茶筅（ちゃせん）と呼ばれるものです。
日本の茶道は千利休が完成させたものですが、古来より人気作家の手になるアイテムは高額で取引されてきました。
人をもてなす場を展開するうえでは、相応のクオリティの器具には常に高い需要があるからです。


				

				
					管理人：砂田民夫
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